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先日（ 5 月初旬）仕事帰りの私の前を 1 匹の
ホタルが通り過ぎ、地面に舞い降りた。その弱っ
たホタルを拾い上げ家に持ち帰ると、子どもたち
（小学生）が同級生に見せに行った。わが家の子
どもたちは毎年近くの公園へホタルを見に行くの
だが、同級生たちは初めて見たとのことで、大層
喜んでいた。
ところで、東日本大震災の影響で原子力発電所
が軒並み点検後の再稼働を見合わせている。その
ことで、昨年夏には計画停電を実施するなど、全
国民に節電を呼びかけた。今年の夏も暑くなりそ
うで電力供給が心配である。今と昔では環境が違
うため簡単に比較できないことは承知しているが、
昔の中国の話にある「晋の車胤

しゃいん

が貧乏で油が買え
ず、蛍を集めて読書をした」、「窓の雪明かりで
孫康
そんこう

が勉強した」という時代からすると、あまり

にも今は環境に恵まれ過ぎており、意識しなくて
は節約できなくなっている。親やお年寄りからの
“もったいない”精神や生活の知恵が受け継がれ
ていない。例えば、私の子ども時代は暑ければ屋
根や家の周りに水をまいたり、行水をしたりして
暑さを凌いだものだ。それが自然であった。
さて、現在介護施設に勤めていて思うことがあ
る。言いにくいことだが、介護保険制度自体が恵
まれた環境をつくり過ぎているのではないだろう
か。私の知る限り、昔のお年寄りは元気だった。
一方、元気がなくなれば自然と枯れていく。時代
の進化に伴いこうした“自然さ”がなくなりつつ
ある。私たちができることは、お年寄りが元気に
過ごすためのリハビリのお手伝いと自然な看取り
である。自然が回復できれば新しい生命の誕生が
増えると思う。 （友田誠一）
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